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AI 関連のプラチナ需要、価格変動大きい中でも拡大 

2026年のプラチナ価格は1月下旬に 2992 ドルで最高値をつけた後、7月下旬には

年初来の安値となる 1535 ドルまで下落するなど、非常に大きく動いている。本

稿執筆時の価格は 1650ドル前後だが、 依然として2025 年の平均価格 1286ドル

を大きく上回っている。CME のファンドマネジャーポジションも変動が大きい

が、2026年を通じてネットロングを維持している。2月初旬はわずか 2.０トン、

4月初旬は25.8トンとピークをつけ、本稿執筆時点では 10.9トンまで減ってい

る。 

プラチナ価格は、金融政策見通しの変化、地政学リスクの高まり、投資家のポジ

ションの変化を反映して動き、エネルギー市場の世界的な混乱、根強いインフレ

懸念が金利予測を複雑にする。その一方で、国債利回りの上昇が貴金属に定期的

にプレッシャーをかける。高い水準で価格が乱高下する状況は、特に宝飾品など

価格に敏感な分野で実需に影響を与えているが、工業のプラチナ需要はAI 関連が

支えとなって増加する見込みだ。

工業のプラチナ需要の構成が変化しつつあることは2026年を通じて明らかになり

つつある。自動車のプラチナ需要が電動化による構造的な不振に直面する一方

で、特にガラスや電子材などのAIインフラ関連への投資に支えられた需要分野は

大きく伸びている。ただし、この分野が自動車需要の減少をどの程度補えるの

か、それは今後の投資の規模とタイミングにかかっている。 
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我々メタルズフォーカスの『October 2026 PGM Five-Year Report』

では、プラチナの工業需要は前年比で 8.0% 増加すると予測した。増

加の大部分を占めるのがガラスと電子材。ガラス分野の需要の伸び

は、AI サーバー、データセンター、電子機器への投資の拡大に伴う

グラスファイバーの生産能力拡張が牽引し、電子材分野は AI データ

センターの拡張、最先端半導体への投資増加が背景にある。こうい

った動きは、プラチナ需要のデーマが「排ガス浄化装置」が作る需

要サイクルから「最先端製品の製造とコンピューティングインフ

ラ」が生み出すサイクルへと徐々に移行していることを浮かび上が

らせている。 

 

AI バリューチェーンに関連するプラチナの需要を生み出しているの

は、高温に対する耐性、高い純度、化学的な安定性といった最先端

製品の製造に求められる要件である。プラチナは最終製品に直接利

用されているというよりは、その製造過程に需要があるのだ。AI の

サプライチェーンでプラチナが利用されているのは次の３つの重要

な領域だ。 

 

第一に、電子グレードのグラスファイバーは AI サーバーに使われる

多層プリント基板(PCB) の主要な補強材だが、そのグラスファイバ

ーの製造過程中のドローイングブッシングはプラチナとロジウムの

合金。1450 度を超える高温でも安定した形状と耐食性を保つため繊

維径の確保が可能で、金属不純物による汚染を防ぐことができる。 

  

     

           

電子材のプラチナの電子材 

出典: メタルズフォーカス 「PGM Five-Year Report - October 2026」 
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第二に、光通信における光電融合(CPO) や高速光モジュールは、ニ

オブ酸リチウムやタンタル酸リチウムを含む光エレクトロニクス機

能性結晶に依存しているが、その結晶の育成プロセスにはプラチナ

のるつぼが必要だ。るつぼは金属不純物が結晶格子内に侵入して光

損失や変調性能の劣化を防ぎ、光チップ製造における不可欠な消耗

品だ。 

 

第三に先端パッケージングと高性能ストレージでは、プラチナスパ

ッタリングがハードディスクドライブ(HDD)、特に熱アシスト磁気

記録(HAMR) で使用される。AI 需要の急増で企業向けの大容量 HDD 

は不足しており、ハイパースケールクラウド事業者は運用能力確保

に長期契約を結んでいる状況だ。 

 

今後、AI インフラや最先端電子機器への投資が増えるにつれて、工

業のプラチナ需要にはさらなる好機が訪れるだろう。データセンタ

ーが拡張され、コンピューティング要件の高度化に伴って電子グレ

ードのグラスファイバー生産能力が高まり、プラチナブッシング需

要を後押しする可能性が考えられる。また、CPO やより高速な光モ

ジュール(1.6T) の普及は、光エレクトロニクス結晶製造への投資を

促し、プラチナ製るつぼの需要に繋がるかもしれない。ただし、プ

ラチナ需要が成長する規模とタイミングは、新たな生産能力への投

資と設備更新のサイクルに依存する。 

 

最後に、最先端製品製造、電子材、データインフラなど AI 関連分野

の需要が重要なのは、それがプラチナだけでなくパラジウム、ロジ

ウム、イリジウム、ルテニウムなど PGM 全体に需要を生み出し、

自動車、宝飾品、工業分野など多岐にわたるプラチナ需要の基盤を

補強するからだ。しかし、AI 関連の投資が持続的な PGM 需要をも

たらすかどうかは、採用される技術や製造能力増強の規模、そして

その後の設備更新の要件といったいくつかの要因に左右される。こ

れらは今後の需要成長の新たな後押しとなり得るものの、その貢献

度は個々のメタルや用途によって大きく異なるだろう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 




